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は　じ　め　に

　高齢化が進む中、生活習慣病の予防や介護予防などにより、健康で自立した生活をでき

るだけ長く送っていただくこと、即ち「健康寿命」を延ばすことが、大変重要になってい

ます。

　県では、「健康寿命」の延伸を目的として策定した「いしかわ健康フロンティア戦略」

に基づき、様々な取り組みを進めています。

　とりわけ、30 ～ 50 歳代の働きざかり世代は、生活習慣病の発症が増加する年代であり、

健康づくりを推進するためには、企業等と連携した取り組みが極めて大切です。

　このため、石川県では、働きざかり世代の健康づくりを推進するため「働く世代の健康

応援事業」を実施し、従業員の健康づくりに優れた取り組みを行っている企業を表彰する

とともに、応援企業が創意工夫を凝らした取り組みを広く県内企業に知っていただくため

に、事例集を作成しております。

　各企業等において、実情に応じた健康づくりの推進や職場環境の整備のために、参考に

していただければ幸いです。

　

〔平成23年度　健康づくり優良企業表彰〕

平成24年２月28日
石川県庁特別会議室
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津田駒工業　株式会社

　定期健診・二次検診の受診勧奨とフォローの徹底

　津田駒ヘルシーチャレンジの開催

◆ 健診等は受けるまで徹底して受診勧奨
　　定期健診未受診者は人事課から、二次検診未受診者は各工場診療
所より徹底して受診勧奨を実施。また二次検診では、医療機関への
　紹介状交付や受診予約をするなど、受診しやすいようにサポートしている。

◆ 健診結果によるフォローの徹底
　　健診結果は診療所で確認して個人に返すため、結果に異常がみられる方へは、受診・生活改善
指導・再検査等によるフォローを徹底して行っている。
　　★悪性腫瘍、狭心症他、数々の早期発見につながっている。

◆ 一人ひとりが健康づくりの実践を続ける意識を持つための支援
　　年２回、社員の一人ひとりが、目標
を持って健康づくりに取り組むための
「チャレンジ項目（コース）」を設定し、各
自が実践を続ける意識をもつように支援
している。興味関心を持って楽しみなが
ら実践できるようコースにも工夫を凝ら
している。
　　★社員の約25％が参加し、そのうち約90％が目標を達成している。

◆ 定期健診・二次検診の受診勧奨とフォローの徹底

◆ 社員一人ひとりの健康づくり実践の支援

【企業の概要】

表彰１

所　在　地　　〒921-8650 金沢市野町5丁目18番18号

電　　話　　076-242-1111

設　　立　　明治42年3月

業　　種　　製造業

従業員数　　963名（2011年11月現在）

健康づくり活動の目標

健康づくりの取り組み
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H22年度の健診等の状況 喫煙対策
の状況　がん検診受診率 定期健診・保健指導等

胃 96% 定期健診
受診率 98%

建物内分煙
乳 50% 喫煙時間制限
子宮 有所見者への

保健指導率 99%
肺 95%
大腸 97%

健康管理担当者からひとこと

社員の健康づくりに関して
①社員の健康は会社の礎と考え、楽しんで参加できる健康
づくり運動を今後も企画・運営します！

②単に健康診断を受診するだけでなくフォローこそ大事‼
　をモットーに健診フォロー強化。
③メンタルヘルス相談体制のより充実に努力します。

　健診結果の見方教室の開催

　メンタルヘルス相談体制の充実

　建物内分煙と喫煙時間を限定

◆ 健診結果の正しい見方を学ぶための教室で、
　食事のとり方も学習
　　看護師から、健診結果の正しい見方を学ぶ
とともに、バイキング方式の食事を自分で選
んで、そのカロリー計算を行うことで、自分
にあった食事の量やバランスを学ぶようにし
た。
　　★特に食事に対する意識改革に効果があり、好評であった。

◆ 人事課内に健康相談員（専任カウンセラー）を配置。健康相談室として日替わりで事業場間
　を巡回。
◆ 巡回先では、自由面談、新入社員など入社期間の浅い人、長時間労働者との相談実施。
　　＊長時間労働者面談基準：時間外労働2ヶ月間平均45時間以上で面談実施。

◆ 屋内には喫煙室、屋外には喫煙場所を設置し、喫煙時間を制限
　　喫煙時間は、午前中に10分、昼45分、午後15分と制限している。

・主に健保・診療所会議で健康
運動の企画・運営している。
・安全衛生委員会にも報告しな
がら実施している。

健診等・喫煙対策の状況 健康づくり実施体制
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大三建設　株式会社

　健診を活かした健康管理

　毎月の社員研修を30年間継続

◆ 健診結果をもとに、保健師や産業医による個別指導を徹底
　　定期健診結果をもとに、要指導者には保健師が３ヶ月に1度、継続的に指導を行っている。
　また要医療者には産業医の面談を行い、その後医療につなげている。

◆ 社員の家族にも保健指導の機会を提供
　　社員から家族の特定健診受診状況を聞き取り把握し、その結果から問題があれば保健師等に相
談するように勧めている。
　　★今では社員が積極的に健診をうけており、特定健診、がん検診等受診率及び保健指導率
　　　100％を達成している。

◆ 月１回の社員研修で健康づくりに関する啓発を実施
　　約３0年間にわたり、毎月１回社員研修を実施して
おり、年３回程度健康づくりのテーマを導入している。
　　また、月ごとの健康管理目標を設定し、社員の実践
を促している。

◆ 社員と社員の家族の健康管理

◆ 健康確保・増進活動の定着化

【企業の概要】

表彰2

所　在　地　　〒920-0018 金沢市三口町火250番地

電　　話　　076-237-5671

設　　立　　昭和32年2月

業　　種　　建設業

従業員数　　24名（2011年11月現在）

健康づくり活動の目標

健康づくりの取り組み

＜社員研修の方針＞
　　「より良い 高品質は 人づくりから」
　　「何事も　10年続けたら 偉大なり
　　　　　　　20年畏るべし
　　　　　　　　30年で歴史となる
　　　　　　　　　　　　50年神の如し」

＜毎月の健康管理目標＞
1 月 咳エチケットを守ろう

2月 うがい ･手洗いの励行

3月 腹八分目を心がけよう

4月 早寝早起きを心がけよう

5月 日常生活の歩を今より１千歩増やそう

6月 偏食をしないでおこう

7月 身なりは清潔に

8月 適度な塩分 ･水分を補給しよう

9月 仕事以外の運動をしよう

10月 塩分 ･糖分は控えめに

11月 タバコは決まった所で吸いましょう

12月 暴飲暴食をしない
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H22年度の健診等の状況 喫煙対策
の状況　がん検診受診率 定期健診・保健指導等

胃 100% 定期健診
受診率 100%

建物内分煙
乳 100%
子宮 100% 有所見者への

保健指導率 100%
肺 100%
大腸 100%

健康管理担当者からひとこと

当社は、ワークライフバランスに取り組んでいます !
仕事の共有化で、心の疲れがとれます‼

　「メンタルヘルス対策を総合的に強化

　分煙・禁煙の推進

◆ メンタルヘルス対策のモデル事業実施
　　平成21年度に中央労働災害防止協会のメンタル
ヘルス対策支援事業を活用して対策の強化に取り組
んだ。取り組みにあたっては、各部長の他、中堅ク
ラスの若手や女性をメンバーとする「メンタルヘル
ス推進委員会」を設置して事業を進めた。

＜取り組みの内容＞
　　　①　管理者に対する基礎知識研修
　　　②　社員のためのメンタルヘルス講座
　　　③　実際の長期休職者の行動分析
　　　④　カウンセラー等相談機関の情報発信　など

　　★管理職の意識改革が図られ、相談しやすい体制づくりができた。

◆ 建物内分煙に向けた取り組み
　　室内で自由に喫煙していた状況から、まずは事務所
のテーブルのみとし、さらに２階のベランダに喫煙室
を設置すると同時に、事務所内を禁煙とした。また現
場での仕事が多いことから喫煙社員全員に携帯灰皿を
配布し、マナーを守ることを徹底した。

◆ 禁煙むけた啓発
　　建物内分煙の実施に合わせて、社員研修で「がんとたばこ」についてテーマに取り上げ、禁煙に
むけた啓発を行った。
　　★分煙と合わせて啓発を行ったことで、喫煙社員の禁煙に対する意識が出てきた。

・総務、現場、営業の各部のトッ
プ２名及び社長による連絡会
議を毎月開催し、総務部の企
画を承認して実施している。

健診等・喫煙対策の状況 健康づくり実施体制
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表彰3

中村留精密工業　株式会社

　健診後の二次検診受診勧奨及び指導の徹底

　健康づくりセミナーの開催

　メンタルヘルス対策の充実

◆ 定期健診の受診徹底
　　定期健診は受けるまで徹底して受診を促し、受診結果
　を確認している。
◆ 二次検診の対象者にはレッドカードを発行
　　健診結果から二次検診対象者にはレッドカードを発行
　し、医療機関受診と結果の提出を求めている。確実に受けるまで、部門長も含めて徹底して指導
をしており、二次検診の受診率は95％以上である。
　　★胃がんや前立腺がんなどが早期で発見されており、感謝された。

◆ 健康づくりセミナーによる啓発
　　毎年、全国衛生週間に合わせて、社員を対象とする「健康づくりセミナー」を開催し、メタボリッ
クシンドロームの予防などについての啓発を行っている。

◆ 産業医による社内巡視の実施
　　毎月末に産業医と衛生管理者による社内巡視を
　行い、その結果を月初めの安全衛生委員会の審議
　事項として、産業医も出席して課題を検討している。

◆ 定期健診、二次検診の受診徹底により、疾病の早期発見・治療につなげる
◆ メンタルヘルス対策を充実させることで、心の健康づくりを実施し、休職率を下げる
◆ 喫煙場所や喫煙時間を設定し、喫煙率を下げる

【企業の概要】

所　在　地　　〒920-2195 白山市熱野町ロ15番地

電　　話　　076-273-1111

設　　立　　昭和35年12月

業　　種　　工作機械製造業

従業員数　　480名（2011年11月現在）

健康づくり活動の目標

健康づくりの取り組み

巡視中の様子
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H22年度の健診等の状況 喫煙対策
の状況　がん検診受診率 定期健診・保健指導等

胃 66% 定期健診
受診率 100%

建物内分煙
乳  就業中禁煙
子宮  有所見者への

保健指導率 100%
肺 100%
大腸 66%

健康管理担当者からひとこと

健康づくりには、気持ちのよい環境づくりが欠かせません。
構内には１万本以上の樹木が植えられ、パットゴルフ場や
農園があり、春と秋には全員参加の大会が行われています。

　建物内分煙の取り組み

◆ メンタルヘルスマニュアルの策定
　　社内のメンタルヘルス対策マニュアルを策定するとともに、メンタルヘルス講習会を、管理職

と一般職員を分けて実施し、職場での対応について理解を促した。

◆ ＮｅｔＤｃｔｏｒ（ネットドクター）の活用
　　産業医が開設するインターネット上の相談窓口を利用して、産業医に直接相談できる体制を整

備し、社員に利用を促している。また希望者には産業医による面談も実施している。

　　★産業医が巡回しながら声をかけることなどにより、相談しやすくなった。
　　★互いを気にかけるようになった。また休職者が復帰できた。　

◆ 喫煙室の設置と喫煙時間の制限
　　建物内及び屋外に喫煙室を設置し、喫煙時間を
　休憩時間のみとしている。
　　★喫煙率が徐々に低下している。
    　　 （H23.12現在で26.7％）

・総務部が安全衛生委員会と共
に協力しあって、社内の巡回
やイベント、研修会などを企
画し、実施しています。

健診等・喫煙対策の状況 健康づくり実施体制
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表彰4

岩 本 工 業　株式会社

【企業の概要】

所　在　地　　〒924-0014 白山市五歩市町446

電　　話　　076-275-1183

設　　立　　昭和24年2月

業　　種　　金属加工製造業

従業員数　　79名（2011年11月現在）

　定期健診等の事後指導強化

◆ 健診有所見者への個別面談の実施
　　衛生管理責任者による有所見者の個別面談を行い、二次検診受診勧奨を行うとともに、その結
果を確認しており、定期健診・有所見者への保健指導率、二次検診受診率が100％である。

◆ メタボリック対象者への生活習慣改善支援
　　BMI25以上及び肝機能、糖代謝異常者を対象とした研修会（全２回）を開催し、運動と食事に
ついて学習するとともに、体重減少及びBMI管理のために、対象者自身が改善可能な体重や生活
習慣改善の目標を設定して、６ヶ月間取り組んだ。
　　★メタボリックの改善が健康維持に大きく関与していることが理解できた。
　　★自己健康管理目標を設定した人の約８割に改善が見られた。

◆ 受動喫煙を防止し、高い喫煙率を下げる

◆ 定期健診、二次検診の受診徹底により、疾病の早期発見・治療につなげる

◆ メタボリック対象者には自己健康管理目標を設定することで、脱メタボを図る

◆ メンタルヘルス対策を充実させることで、心の健康づくりを実施、休職者をつくらない

健康づくり活動の目標

健康づくりの取り組み

生活習慣改善の目標例

対象者 スタート値 目標値 生活習慣改善の目標

Aさん 91㎏ 85㎏ 間食をやめる

Bさん 75㎏ 70㎏ 毎朝、朝食をとる

Cさん ＢＭＩ　25 ＢＭＩ　22 筋トレ・7,000歩／日

Dさん 107㎏ 97㎏ 間食 ･糖分をとらない

Eさん 70㎏ 65㎏ 夕食後ウオーキング、ストレッチ



9

H22年度の健診等の状況 喫煙対策
の状況　がん検診受診率 定期健診・保健指導等

胃 50% 定期健診
受診率 100%

建物内分煙
乳 20%
子宮 36% 有所見者への

保健指導率 100%
肺 100%
大腸 39%

健康管理担当者からひとこと

社員が心身共に健康でないと会社も成長出来ませ
ん。平均年齢 34歳と若く、健康についての意識
が弱かったのですが、最近やっと改善がみられる
様になりました。

　健康づくり運動の習慣化

　メンタルヘルス講習会の開催

　建物内禁煙の実施と喫煙率の低下

◆ ラジオ体操の実施
　　約40年前から、毎朝ラジオ体操を行っている。
　　　ラジオ体操をしっかり行う事で、肩こり・腰痛・
　　消化器の働きの改善、危険防止に効果あり。
　　　★準備運動の重要性を認識すると共に、習慣と
　　　　して社員間に根付いている。

◆ 管理職を対象に、メンタルヘルスのラインケア研修を開催
　　管理職を対象とした、メンタルヘルスの専門家による、初期対処法等の基礎知識を学ぶ研修を
毎年1回実施している。
　　　★休職率が改善した。
　　　★気付き等初期対応が習得出来た。

◆ 建物内は全て禁煙として、喫煙率の低下を図る
　　社員の喫煙率が約60％と高いため、建物内を全て
禁煙とし､本社及び倉部工場に各1カ所､屋外の喫煙場
所を設置、喫煙率の低下と、受動喫煙の防止を行った。

★喫煙率は減少しており、平成23年度で約40％に減少した。

・常務が衛生管理責任者となっ
て活動している。
・安全面責任者（製造部長）と衛
生面責任者（常務）が役割分
担して研修会等を企画してい
る。

健診等・喫煙対策の状況 健康づくり実施体制
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表彰5

参天製薬　株式会社  能登工場

【企業の概要】

所　在　地　　〒929-1494 宝達志水町敷浪弐号14番

電　　話　　0767-29-2666

設　　立　　昭和60年1月

業　　種　　医療品製造

従業員数　　284名（2012年12月現在）

　健診結果に基づく個別指導の実施

　健康チャレンジ「スリム化活動‼」の実施

◆ 要再検査・要医療者への個別指導
　　定期健診で要再検査、要医療となった方全員に、産業医や看護職(健康支援室)による個別面談・
指導を実施するとともに、受診勧奨を行い、その結果を把握している。
　　　★従業員の健康に関する意識が高まり、早めの健康行動をとるようになった。

◆ スリム化活動の推進
　　有所見率低下を目的として、内臓脂
肪や皮下脂肪を下げるため、一人ひと
りが以下の健康目標から選んで設定
し、部署ごとにチームを構成して、6ヶ
月間実践することとした。
　　①BMI25未満
　　②20歳のときの体重
　　③腹囲80cm未満

◆ 運動実践の支援
　　ウオーキング活動の参加希望者に歩
数計を配布し、毎日の歩数を意識して
いただいた。さらに外部講師を招き、
「効果的なウオーキング」を指導した。

◆ 定期健診での有所見率を40％以下にする

◆ メンタルによる休職率は良い現状を維持する

健康づくり活動の目標

健康づくりの取り組み

＜平成23年度 有所見率(高率順)＞

　　① 血中脂質

　　② 肝機能

　　③ 高血圧
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H22年度の健診等の状況 喫煙対策
の状況　がん検診受診率 定期健診・保健指導等

胃 94% 定期健診
受診率 100%

建物内分煙
乳 89%
子宮 84% 有所見者への

保健指導率 60%
肺 100%
大腸 100%

健康管理担当者からひとこと

5 年後のご自身を意識して、楽しみながら心体づ
くりにトライしませんか。
「笑うこと」は健康への栄養となります。

　メンタルヘルス講習会の開催

　喫煙対策の推進

◆ 食堂の見える化
　　腹八分目の実践を促すためには、取り組みやすい環境を整えることが必要であることから、食
堂に「副菜の選び方」などのパネルを掲示するとともに、調味料を配膳台2ヶ所に集約して容器を
プッシュ式にするなど、過剰な使用を予防するための工夫を行った。

　　　★食事やウオーキングに取り組む意識を持つことができた。

◆ 管理職向け、全従業員向けの講座を開催
　　管理職は一人１回必ず受講する講座として、講義、事例検討、ロールプレイを取り入れた講座
を開催している。また年２回程度、全従業員を対象とした、外部講師（臨床心理士）による講習会
を開催している。

◆ 建物内分煙と禁煙の啓発
　　建物内分煙を行うとともに、喫煙室の環境測定を実施している。また禁煙ポスターを掲示する
ことにより、従業員の禁煙を促している。

・工場長の指針を受け、安全衛
生委員会で工場の健康課題に
ついて審議の上、目標を設定
している。
・健康支援室が主体となり、具
体的事業を展開している。

健診等・喫煙対策の状況 健康づくり実施体制
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支援1

◆ 健康づくりプログラム（主に食生活改善）の作成支援
（保健福祉センターの他、健康増進施設や健診機関等に、運動面等のプログラム作成支援を依頼）

◆ 参考となる企業からの情報収集
　　平成21年度に健康づくり優良企業として知事表
彰を受賞した企業の取り組みを参考にしたい、との
要望を受け、取り組み内容を詳細に聞き取りし、情
報提供した。

◆ 健康づくりプログラムの検討
　　設定するプログラムの内容や実施方法等について
一緒に考えるとともに、「食生活改善」の分野につい
ては、具体的な内容を提示した。

◆ 「心と体の元気プログラム」作成
　　年齢や健康状態等、様々な社員に対応できるよう、運動不足解消、日常生活習慣改善、食生活
改善、快適生活実践、保健指導の５分野、20項目に分けた「心と体の元気プログラム」とし、完
成まで支援した。県外の支店も含めた全社員を対象に実施される。

健康づくりの課題と目標

保健福祉センターの支援内容

取り組みの内容

●一人ひとりの実践を目指した ｢心と体の元気プログラム｣ を作成

健康づくりの自己管理を応援します！

健康課題
①メタボリックシンドローム及びその予備軍が多い。
②単発的なセミナーでは自主的参加が少なく、受けてほしい人が受けない。

目 標 と
したこと

①次年度の健診に向けて、メタボリックシンドローム及びその予備群を減らすた
め、個人の活動を促す支援をする。
②そのため、健康づくりプログラムを作成し、個人が目標を設定して取り組める
ようにする。

プログラム資料
『健康管理ファイル（全 32ページ）』
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　説得力を持たせるためには、根拠や理論の説
明が重要です。それをわかりやすく伝えるため
に、資料作成あたってたくさんのアドバイスを
いただきました。ご支援いただき本当にありが
とうございました。

＜プログラムの概要＞
　　①　個人個人が、健康に関する行動目標として、以下の目標一覧表から選択して最大３つの目標

を設定する。
　　②　目標管理表に決定した目標を記入し、６ヶ月間実行して、その結果を自己評価する。
　　③　毎日の実践を活動日記に記録し、１ヶ月毎に結果を集計するとともに、２ヶ月、４ヶ月に目

標達成度を確認し、中間評価を行う。
　　④　目標達成度によりポイントが加算される。取得ポイントに応じて、表彰をする。

具体的な目標内容を示すシート
健康づくりセミナー

　それぞれ自分に合った目標を見つけ
られるよう、目標設定期間中に健康づ
くりや、栄養、トレーニング方法に関
するセミナーを開催した。参加でき
ない社員へはセミナー内容をDVD化
し、いつでも閲覧可能とした。

「心と体の元気プログラム」目標一覧表 ( 一部抜粋 )
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支援2

◆ 運動実技を取り入れた資料の作成と健康教育の実施

◆ 食事に関するポスターの作成

◆ 従業員の健康状況把握と取り組み内容検討
　　企業の健康管理担当者から、従業員の健康状況
等を把握し、健康教育の内容を検討した。
　①実践を促すため、具体的な運動実技を提案する。
　②食事については、ポスターを作成し、食堂に掲

示して啓発する。

◆ 運動実技を取り入れた資料の作成と健康教育
　　個々の状況に応じて実践ができるように、
ウォーキングや筋力トレーニングなどの具体的な
方法を内容に取り入れた。
　　作成した資料により、全従業員に対し、実技を取
り入れた健康教育を実施した。

健康づくりの課題と目標

保健福祉センターの支援内容

取り組みの内容

●運動実技を取り入れた健康教育
●食事に関するポスターを作成し、食堂に掲示

健康情報の提供や健康教育を応援します！

健康課題
①従業員の約３割が、腹囲や BMI（ボディマスインデックス）が基準値より大
きく、今後メタボリックシンドロームへと移行する可能性がある。
②日頃から、運動や食事に関する情報が不足している。

目 標 と
したこと

① 従業員が運動に関心をもち、少しでも実践することができる。
② 食事について、より取り組みやすい方法を伝える。

①運動についての内容
・メタボリックシンドロームにつ
いて
・運動の効果と必要性について
・ウオーキングについて
・気軽にできる筋力トレーニング
の方法について

②食事に関するポスターの内容
・３種類そろえて食事のバラン
スアップ

・あとひと工夫でできる！～メ
タボ予防・脱出のための６つ
の食事ポイント～
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　運動と食生活の改善は、最初の一歩を踏み出
すのに苦労している方も多いと思います。少し
ずつできることから始めてみましょう。

◆ 食事に関するポスターの作成

　　主食・主菜・副菜のバランスの良い食べ
方を示し、基本的な食事の摂り方を説明し
た。
　　また、食事のポイントを６つに分けて掲
載し、本人が実践可能なものを選択しても
らうことで、生活に取り入れやすくなるよ
う工夫した。

　★ポスターの掲示後、「普段気を付けてい
るつもりだったが、ポスターで確認する
と出来ていないことが分かった」などの
感想が聞かれた。

　★支援後、自分の健診結果の数値に関心を
持つ方が増え、個々の健康を見直す機会
になったと思われる。

★健康教育による具体的な運動実技の提案により、生活に運動を取り入れるきっかけになった。
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支援3

健康づくりの課題と講座の主な内容（例）

●テーマ (1)　禁煙について

健康講座等の企画や開催を支援します！

健康課題
①男性従業員の喫煙率が高い。
②職員の喫煙率減少が課題。

講 座 の
主な内容

① 事前アンケートによる喫煙状況や意識等について把握
② 講話１「たばこの害について」
　　・たばこの害について
　　・ニコチン依存症のしくみ
　　・たばこの周囲への影響等について　など
③ ニコチン依存度テスト
④呼気一酸化炭素濃度の測定
⑤講話２「禁煙に向けて」
　　・身体的依存、精神的依存について
　　・禁煙の効果と具体的な禁煙方法について
　　・禁煙外来の紹介　など
⑥事後アンケートによる評価

効　　果
・禁煙に対し「関心をもっている人」が増加した。
・講座後、禁煙した人がいる。
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支援3

●テーマ (2)　職場のメンタルヘルス

健康講座等の企画や開催を支援します！

健康課題
①職場内の人間関係でストレスを感じている従業員がいる。
②事業所内でのメンタルヘルスに関する取組が不十分である。
③メンタルヘルスについて理解を深め、健康に仕事ができるようにすることが課題。

講 座 の
主な内容

① 講話「メンタルヘルスについて」
　　・ストレスとは
　　・うつ病などの症状について紹介
　　・事例紹介
　　・日常での対処方法　など
②疲労蓄積度自己診断チェックリストの実施
③事後アンケートによる評価

効　　果
・従業員が自分自身のメンタルを振り返る機会になった。
・ストレスをためない方法などの対処方法を今後の生活に活用できそう、という
意見が多かった。
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支援3

●テーマ (3)　「生活習慣病予防」

健康講座等の企画や開催を支援します！

健康課題
生活習慣病が増加する年齢層の方が多いため、食事や運動を中心にした生活習慣
病予防について、理解を深める。

講 座 の
主な内容

①講話「生活習慣病予防について」
　　・メタボリックシンドロームについて
　　・健康づくりのための食生活
　　・飲酒の際の注意
　　・健康づくりのための運動
　　・嗜好品のエネルギーと運動で消費するエネルギー
　　・喫煙の害と禁煙の効果
　　・いしかわ健康学講座について　など
②上記に関するクイズなど
③「いしかわ健康バランスガイド」の配布

効　　果 生活習慣病予防と健康づくりに関心を持ち、熱心に聴講された。
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支援3

●テーマ (4)　「歯の健康づくり」

健康講座等の企画や開催を支援します！

健康課題
当該企業では、近年、従業員の健康増進を図るため、生活習慣病予防の健康教育
を実施しているが、生活習慣病と関係の深い「歯の健康」については取り上げて
こなかったため、従業員の「歯の健康」への意識向上を図る。

講 座 の
主な内容

講話「歯の健康づくりについて」
　・歯の役割について
　・噛むことの大切さ
　・虫歯について
　・虫歯と飲食の関係について
　・歯周病について
　・歯周病のリスク
　・虫歯・歯周病を予防するために　など

効　　果
具体的に見直すべき生活習慣の一つとして、歯磨き・喫煙・飲食等について、方
法をイメージできたものと思われる。
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支援3

●テーマ (5)　「職場における健康保持増進対策」

健康講座等の企画や開催を支援します！

健康課題

①がん検診受診率が低い。
②従事者の心と体の健康づくりの推進を希望。
③定期健康診断の受診率が低い。
④定期健康診断の有所見率が高い。
⑤冬に向けてインフルエンザ等感染症対策を希望。

講 座 の
主な内容

講話「職場における健康保持増進対策について」

　平均寿命と健康寿命について、従業員の定期健康診断受診の徹底について、健
診結果をきちんと見ることの必要性について、がん検診受診の徹底について、
こころの健康を考える、職場における感染症対策について　など

効　　果
・職場に持ち帰り、がん検診の導入を検討している事業所あり。
・職場でメンタルヘルスを振り返るきっかけになった。
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（企業における健康づくり推進事業）企業への支援状況

　石川県では、支援１～３に掲載したものを含め、次のような様々なテーマで、企業の方々の健康
づくりの取り組みをお手伝いしています。
　詳しい内容について 24ページでご確認のうえ、お気軽にご相談ください。

支援機関 支援企業等 テーマ・支援内容

南加賀
保健福祉センター

小松市環境美化センター 健康講座：生活習慣病予防
　　　　　メンタルヘルス対策

加賀ライオンズクラブ 健康講座：生活習慣病予防
　　　　　（食事・運動・飲酒・たばこなど）

株式会社オノモリ 健康講座：歯の健康づくり

社団法人日本路線
トラック連盟 (北陸地区） 健康講座：生活習慣病予防 ･歯の健康 ･腰痛予防

石川中央
保健福祉センター

株式会社ワイズ 健康講座：たばこ・禁煙

ホクショー株式会社 自己管理支援：心と体の元気プログラム作成

能登中部
保健福祉センター

エイゾーナナオ
エムエス株式会社 健康講座：職場のメンタルヘルス

北陸 KTCツール株式会社 健康情報提供：運動実技等資料作成と健康講座　
　　　　　　　食事に関するポスター作成

丸井織物株式会社 健康講座：たばこ・禁煙

北電産業株式会社 健康講座：食事について

能登北部
保健福祉センター

鳳輪建設業協会及び珠洲
建設業協会 健康講座：職場における健康保持増進対策

奥能登地区
衛生管理者研究会

①健康講座：１　こころの健康を考える
　　　～うつ・自殺予防のためにできること～
　　　　　　２　熱中症予防対策
②会報誌への原稿提供

穴水労働基準監督署
（高齢労働者）
（介護従事者）

健康講座：生活習慣病予防

石川県安全運転管理者協
議連合会

健康講座：定期健康診断の重要性
　　　　　がん検診の重要性
　　　　　職場での感染症予防

あての木園 有所見者に対する保健指導の実施体制整備への
支援
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